
　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域

へ
経
済
効
果
を
波
及
さ
せ
よ
う

と
、
淡
路
人
形
座
や
宿
泊
施
設
と

協
力
し
て
、
観
光
客
誘
致
支
援
事

業
「
得
・
得　

戎
様
プ
ラ
ン
」
を

始
め
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
淡
路
人
形
座
の
座

員
が
宿
泊
施
設
や
各
種
大
会
会
場

等
に
出
向
き
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の
戎
舞
を
上
演
す
る
も
の
。
市
か

ら
は
出
前
公
演
料
の
一
部
を
宿
泊

施
設
に
助
成
し
ま
す
。
年
間
二
十

団
体
の
宿
泊
施
設
で
の
利
用
を
予

定
、
概
ね
五
十
人
以
上
の
市
内
宿

泊
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

三
月
二
十
八
日
の
説
明
会
で

は
、
宿
泊
施
設
関
係
者
か
ら
「
秋

冬
以
降
の
プ
ラ
ン
と
し
た
い
。
こ

の
事
業
で
お
客
様
が
増
え
る
」
な

ど
期
待
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
田
商
工
観
光
課
長
も
「
魅

力
あ
る
食
事
や
景
色
に
加
え
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
宿
泊
プ
ラ
ン
で

の
営
業
活
動
に
期
待
し
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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住
民
の
自
治
活
動
と
社
会
教
育

活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
昨
年
十

月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
、
潮

美
台
地
区
公
民
館
が
完
成
し
三
月

二
十
四
日
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
、
自
治
会
役
員
や
関

係
者
ら
六
十
人
が
出
席
。
南
淡
中

学
校
郷
土
芸
能
部
が
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
に
よ
る
戎
舞
を
披
露
し
、
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

潮
美
台
地
区
は
、
約
二
十
五

年
前
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
団
地

で
、現
在
の
住
民
は
五
百
十
世
帯
、

千
四
百
七
十
人
。
地
域
交
流
、
世

代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
旧
南
淡

町
や
市
へ
建
設
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
鉄
骨
平
屋
建

三
百
五
平
方
㍍
、多
目
的
ホ
ー
ル
、

事
務
室
、
調
理
実
習
室
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
。
玄
関
や
ト
イ
レ
な

ど
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
、
利

便
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
席
上
、
住
宅
再
建
制
度

へ
の
市
内
の
加
入
率
が
十
五
％
を

越
え
た
こ
と
に
対
し
て
、
上
田
茂

淡
路
県
民
局
長
か
ら
中
田
勝
久
市

長
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

癒
し
と
憩
い
、
交
流
の
場
が
誕
生

▲屋根には淡路瓦が使われている、潮美台地区公民館

潮
美
台
地
区
公
民
館
が
完
成

戎
舞
の
出
前
公
演
で
外
客
誘
致

得と
く

・
得と

く　
戎え

び
す
さ
ま様
プ
ラ
ン

　

子
ど
も
を
凶
悪
犯
罪
か
ら
守

る
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
公

用
車
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
。

昨
年
八
月
か
ら
は
市
役
所
職
員
が

乗
車
し
て
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
四
月
か
ら
は
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
委
ね
ら
れ
、
市
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
二
日
に
は
市
役
所

で
、
中
田
勝
久
市
長
か
ら
委
任

状
、
山
本
隆
俊
南
あ
わ
じ
警
察
署

長
か
ら
実
施
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
さ
れ
た
の
は
五
十
九
歳
か
ら

七
十
七
歳
ま
で
の
十
七
人
で
、
男

性
十
四
人
、
女
性
三
人
。
二
人
一

組
で
、
子
ど
も
へ
の
声
か
け
、
道

路
の
安
全
点
検
、
不
法
投
棄
の
監

視
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▲青色パトカーで市内を巡回するボランティア
　の皆さん

４
月
か
ら
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
に
よ
る
青
色
パ
ト
カ
ー
巡
回

▽
送
付
対
象
者　

平
成
19
年
４
月

２
日
以
降
に
35
歳
に
な
ら
れ

る
方

▽
お
知
ら
せ
内
容

①
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制

度
、
事
業
所
名
称
等
、
資
格

取
得
、
喪
失
年
月
日
、
加
入

月
数
）

②
国
民
年
金
の
納
付
月
数
、
免

除
等
の
月
数

③
厚
生
年
金
の
加
入
月
数
等

④
共
済
組
合
等
の
加
入
月
数

▽
送
付
時
期　

誕
生
日
月
ご
と
に

毎
月
発
送

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

　
（
固
定
電
話
は
通
話
料
が
市
内

料
金
と
な
り
ま
す
）

▽
日
時　

６
月
１
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
ス
タ
ー
ト

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
的
年
金
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
、
社
会
保
険
庁
で
管
理
し
て
い

る
年
金
加
入
記
録
等
の
情
報
を
直
接
お
知
ら
せ
す
る
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
と
し

て
、
地
震
及
び
津
波
時
に
地
域
住

民
が
迅
速
か
つ
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
、
福
良
地
区
の
本
町
か

ら
南
納
屋
町
に
か
け
て
の
市
道
の

路
面
上
に
「
避
難
誘
導
標
識
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

福
良
小
学
校（
市
指
定
避
難
所
）

へ
通
じ
る
市
道
・

上
町
通
り
（
通
称
）

の
路
面
上
七
か
所

に
「
蓄
光
式
避
難

誘
導
標
識
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ

の
標
識
は
、
昼
間

に
太
陽
の
光
を
蓄

え
て
、
夜
間
に
標

識
が
発
光
す
る
タ

イ
プ
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
密
集
市
街
地
か
ら
山
側

の
高
台
を
通
る
う
ず
し
お
ラ
イ
ン

ま
で
の
避
難
路
の
路
面
上
十
一
か

所
に
「
蛍
光
式
避
難
誘
導
標
識
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

標
識
を
設
置
し
た
付
近
は
、
地

震
時
に
住
宅
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

倒
壊
に
よ
り
道
を
ふ
さ
ぐ
危
険
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
避

難
す
る
経
路
を
複
数
確
認
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

▲設置した避難誘導標識（福良）

福
良
地
区
の
道
路
上
18
か
所

避
難
誘
導
標
識
を
設
置

　

新
緑
が
若
葉
に
映
え
る
好
季
節

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
地

域
で
は
春
祭
が
開
催
さ
れ
、
若
者

の
い
な
せ
な
姿
と
、
ふ
る
さ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
各
種
協
議
会
・

委
員
会
に
お
い
て
皆
様
方
か
ら
沢

山
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
南
あ
わ

じ
市
と
し
て
初
め
て
の
総
合
計
画

や
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
百
人

委
員
会
で
は
度
重
な
る
分
科
会
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

分
科
会
で
は
独
自
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
ら
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
提
案
は
高
度
で
市
の
将
来
を
見

据
え
た
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
少

子
対
策
に
つ
い
て
、
行
財
政
改
革

の
荒
波
の
中
、
膨
大
な
地
域
要
望

を
踏
ま
え
迷
い
も
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
提
案
や
議
員
各
位

か
ら
の
助
言
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
強
い
ご
意
見
を
頂
き
、
少
子
対

策
課
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
三

歳
か
ら
五
歳
の
保
育
料
無
料
化

（
給
食
費
を
除
く
）
な
ど
数
々
の

新
施
策
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な

ご
意
見
を
拝
聴
し
市
政
に
反
映
す

る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
各
小
学

校
区
を
単
位
と
し
て
自
治
会
主
催

に
よ
る
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、
市
長
、
副
市
長
等
市

四
役
と
全
部
長
出
席
の
も
と
生
の

声
を
拝
聴
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

参
集
者
は
各
自
治
会
に
お
任
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
世
代
に

責
任
を
持
っ
た
施
策
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
ご
意
見
を
頂

戴
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

約
二
十
地
区
の
開
催
で
あ
り
ま

す
が
地
域
に
出
向
き「
出
前
行
政
」

的
な
位
置
づ
け
で
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

６月１日は、
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